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加
し
た
支
出
は
「
食
費
」「
光
熱

水
料
」「
修
学
費
」
が
そ
れ
ぞ
れ

40
％
と
多
か
っ
た
。

　
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
「
と

て
も
あ
る
」「
少
し
あ
る
」
と
答

え
た
学
生
の
合
計
は
、
学
部
生

が
68
・
８
％
、大
学
院
生
が
71
・

７
％
だ
っ
た
。
悩
み
や
不
安
の

原
因
と
し
て
、
主
に
挙
げ
ら
れ

た
の
は
、
学
部
生
が
「
進
路
・

就
職
」
や
「
学
業
・
成
績
」

「
人
生・生
き
方
」
で
、大
学
院
生

が
「
研
究
」
や
「
進
路
・
就
職
」。

　
ま
た
「
自
身
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
等
の
被
害
経
験
／
他
人
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
被
害
を
見
聞

き
し
た
経
験
」
に
つ
い
て
の
項

目
で
は
、
大
学
院
生
の
う
ち
「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
を
経
験
し
た
学
生
が
９
・

２
％
、
見
聞
き
し
た
学
生
が

26
・
８
％
と
な
っ
た
。

　
英
高
等
教
育
専
門
誌
「
タ
イ

ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
４
月
28
日
「
Ｔ

Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
２
」
を
発
表
し
、
本
学

は
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
国
内
の

大
学
の
中
で
は
最
も
高
い
順
位

の
世
界
10
位
に
輝
い
た
。
ま
た

17
個
の
評
価
項
目
の
内
の
１
つ

「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
で
は
世
界

１
位
と
な
っ
た
。

　
同
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
は
世
界

中
の
１
４
０
６
大
学
、
国
内
か

ら
は
76
の
大
学
が
参
加
。
各
大

学
を
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
や

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う
」
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

持
続
的
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
に
関
す
る
17
の
項
目
で
評

価
し
た
。
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
は

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標

を
達
成
し
よ
う
」
の
項
目
の
点

数
と
他
16
項
目
の
内
の
上
位
３

項
目
の
点
数
を
足
し
た
合
計
で

順
位
付
け
さ
れ
た
。

　
今
回
の
快
挙
は
、
21
年
の
「
２

０
４
０
年
に
向
け
た
北
海
道
大

学
の
国
際
戦
略
」
策
定
や
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
の

設
置
な
ど
を
は
じ
め
、
本
学
の

多
く
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
宝

金
清
博
総
長
は
「
本
学
の
長
年

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
。
今
後

も
、
次
世
代
に
持
続
可
能
な
社

会
を
残
す
た
め
の
取
り
組
み
を

一
層
進
め
て
い
き
た
い
」
と
本

学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　
本
学
学
生
団
体
「
北
大
キ
ャ

ン
パ
ス
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
Ｐ
）」
は
「
初
夏
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
２
０
２

２
」
を
７
月
17
日
（
日
）
に
実

施
す
る
。
午
前
10
時
・
午
後
１

時
か
ら
の
２
部
制
で
、Ｈ
Ｃ
Ｖ
Ｐ

ス
タ
ッ
フ
と
初
夏
の
札
幌
キ
ャ

ン
パ
ス
を
歩
き
な
が
ら
本
学
の

自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
当
日
は
正
門
か
ら
イ
チ
ョ
ウ

並
木
ま
で
の
約
90
分
の
ツ
ア
ー

を
予
定
。
ス
タ
ッ
フ
の
解
説
と

と
も
に
、
新
緑
の
札
幌
キ
ャ
ン

パ
ス
の
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
、
ク
ラ
ー
ク
像
や
ポ
プ
ラ
並

木
な
ど
の
名
所
を
巡
る
。

　
共
同
で
代
表
を
務
め
る
柿
澤

彩
花
さ
ん
（
工
学
部
３
年
）、
永

井
愛
菜
さ
ん
（
薬
学
部
３
年
）

は
「
ツ
ア
ー
を
通
し
て
新
し
い

発
見
が
き
っ
と
あ
る
と
思
う
。

夏
は
北
大
が
最
も
輝
く
季
節
な

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
る
。
同
団
体

は
本
学
の
魅
力
を
発
信
す
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
過
去
２
年
間

は
活
動
規
模
を
縮
小
。
同
ツ

ア
ー
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

る
。
　
参
加
に
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム
、
メ
ー
ル
、
は
が
き
の
い
ず

れ
か
で
事
前
申
し
込
み
が
必

要
。
受
付
期
間
は
７
月
10
日
ま

で
（
詳
し
く
は
１
面
下
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　
本
学
学
務
部
は
、
２
０
２
１

年
11
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
「
学
生
生
活
実
態
調
査
」

の
結
果
を
６
月
10
日
に
発
表
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
学
生
の
生

活
実
態
や
本
学
へ
の
期
待
・
要

望
な
ど
を
把
握
し
、
学
生
の
支

援
体
制
の
充
実
、入
学
前
の
学
生

へ
の
広
報
活
動
へ
の
活
用
を
目

的
と
し
て
４
年
に
１
回
行
わ
れ

る
。
16
回
目
と
な
る
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行

が
始
ま
っ
て
か
ら
初
の
調
査
と

な
っ
た
。
学
習
や
経
済
の
状

況
・
健
康
状
態
な
ど
学
生
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
０
２
１
年

11
月
に
調
査
対
象
者
へ
メ
ー
ル

を
送
付
す
る
方
式
で
行
わ
れ
た
。

休
学
者
・
外
国
人
留
学
生・
社
会

人
学
生
を
除
く
学
生
の
中
か
ら
、

学
部
生
50
％
、
大
学
院
生
50
％

の
割
合
で
無
作
為
に
選
ば
れ
た

１
０
４
９
８
人
が
対
象
で
、
２

７
５
４
人
（
約
26
％
）
か
ら
回

答
を
得
た
。

　
学
生
の
学
習
状
況
に
つ
い
て

１
日
の
平
均
自
習
時
間
は
学
部

生
は
「
１
〜
２
時
間
未
満
」
が

31
・
７
％
で
最
も
多
く
、
次
に

「
２
〜
３
時
間
未
満
」
が
26
・

１
％
、「
１
時
間
未
満
」
が
16
・

３
％
。
大
学
院
生
は
「
６
〜
８

時
間
未
満
」
が
22
・
３
％
で
最

も
多
く
、
次
に
「
４
〜
６
時
間

未
満
」、「
８
〜
10
時
間
未
満
」

だ
っ
た
。

　
ま
た
、入
学
後
に
学
習
意
欲
が

「
高
ま
っ
て
い
る
」
学
生
は
、

学
部
生
が
21
・
１
％
、大
学
院
生

が
30
・
７
％
と
な
っ
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
収
入
の
減
少
」
に
つ

い
て
「
は
い
」
を
選
択
し
た
人

は
学
部
生
・
大
学
院
生
と
も
に

40
％
前
後
だ
っ
た
。
一
方
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
支
出
増
加
」
に
つ
い
て
「
は

い
」
を
選
択
し
た
人
は
学
部
生
・

大
学
院
生
と
も
に
約
20
％
。
増

　
人
事
院
は
６
月
20
日
、
春
に

実
施
し
た
２
０
２
２
年
度
国
家

公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
（
院

卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
本
学

の
合
格
者
数
は
１
１
１
人
で
、

東
大
（
２
１
７
人
）
と
京
大
（
１

３
０
人
）
に
次
い
で
、
３
番
目

に
多
か
っ
た
。

　
申
込
者
数
は
院
卒
と
大
卒
を

合
わ
せ
て
１
５
３
３
０
人
で
、

全
体
の
合
格
者
は
１
８
７
３
人

だ
っ
た
。
ま
た
女
性
の
合
格
者

は
５
７
３
人
で
過
去
最
多
と
な

り
、
全
体
合
格
者
の
30
・
６
％

を
占
め
た
。

初
夏
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

　
　
　
　

７
月
17
日
に
開
催

北大が総合ランキング世界10位
THEインパクトランキング

リ
ラ
冷
え
に
身
体
を
さ
す
れ
ば
６
月
が
透
明
な
夏
を
連
れ
て
く
る
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
西
希

来
て
欲
し
い
の
か
自
粛
し
て
欲
し
い
の
か
神
の
み
ぞ
知
る
札
幌
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
吹
風
佐
梨

土
踏
ま
ず
を
撫
で
て
ゆ
く
水
や
さ
し
さ
で
救
え
る
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
東
出
六
花

タ
ン
ポ
ポ
と
ポ
プ
ラ
は
種
を
飛
ば
し
合
い
ウ
シ
は
暢
気
に
ひ
ね
も
す
伏
臥  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
杉
本
太

さ
あ
行
こ
う
！
思
い
出
は
も
う
戻
ら
な
い
雪
を
ポ
プ
ラ
が
埋
め
ゆ
く
季
節  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
辻
村
陽
翔

【
第
六
回
】

提供：北海道大学短歌会

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
初
の
実
施
学生実態調査

新
型
コ
ロ
ナ
で
４
割
が
収
入
減
少

新
型
コ
ロ
ナ
で
４
割
が
収
入
減
少

「飢餓をゼロに」の項目では世界1位にランクイン

合格者数は111人
東大、京大に次いで3番目

国家公務員総合職試験

合格者の多かった上位5校

北大（2022年6月20日撮影）

総合ランキング１～10位の大学

過去のツアーの様子（HCVP提供）

「初夏のキャンパスツアー2022」参加には以下のいずれかで7月10日までに
事前申込をする必要があります。
①「Googleフォーム」（右側のQRコードからアクセスできます）
②「往復はがき」または「メール」
代表者氏名、ご希望の時間帯、参加人数、電話番号を明記したうえで、下記の
宛先までお送りください。（はがきの場合、締切日の消印有効。）
【住所】〒060-0817　札幌市北区北17条西8丁目　北海道大学学務部入試課
【メールアドレス】h-cv□academic.hokudai.ac.jp（□を＠に置き換えて送信してください）

「初夏のキャンパスツアー
2022」の申し込み方法

申し込み用QRコード 本学農学部本館



２2022 年 ( 令和４年 )７月３日 　
近
年
、
札
幌
市
内
の
公
園
に

暮
ら
す
キ
タ
キ
ツ
ネ
が
目
撃
さ

れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
都

市
に
暮
ら
す
こ
れ
ら
の
キ
ツ
ネ

は
「
ア
ー
バ
ン
フ
ォ
ッ
ク
ス
」

と
呼
ば
れ
、
注
目
を
集
め
て
い

る
。
本
学
構
内
で
も
キ
ツ
ネ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
夜

間
な
ど
に
そ
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
キ
ツ
ネ
と
ヒ
ト
と

の
相
互
作
用
に
興
味
を
持
ち
研

究
を
始
め
た
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ（
高

等
教
育
推
進
機
構
・
科
学
技
術

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研

究
部
門
）
の
池
田
貴
子
特
任
講

師
に
、
そ
の
生
態
と
関
わ
り
方

に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
キ
タ
キ
ツ
ネ
は
北
海
道
や
樺

太
な
ど
に
生
息
す
る
。
通
常
は

夜
行
性
で
、
ネ
ズ
ミ
・
カ
モ
・

ウ
サ
ギ
・
昆
虫
・
木
の
実
な
ど

を
食
べ
る
雑
食
。
外
敵
が
少
な

い
た
め
、
人
里
に
近
い
森
林
や

公
園
な
ど
に
住
む
。
害
獣
と
し

て
の
被
害
は
ク
マ
や
シ
カ
に
比

べ
小
さ
い
と
さ
れ
、
共
生
に
向

け
た
道
の
対
策
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
池
田
講
師
が
調
査
に
直
接
関

わ
っ
て
い
る
月
寒
公
園
に
は
、

キ
ツ
ネ
の
巣
が
５
つ
ほ
ど
あ
り
、

１
・
２
家
族
が
生
息
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
公
園
で

は
キ
ツ
ネ
に
親
近
感
を
抱
く
人

が
多
い
が
、
苦
情
を
入
れ
る
人

も
い
る
と
い
う
。「
威
嚇
さ
れ

た
」「
攻
撃
さ
れ
た
」
な
ど
の
声

が
あ
る
が
、
基
本
的
に
キ
ツ
ネ

は
体
力
を
温
存
す
る
た
め
自
分

か
ら
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
い
そ

う
だ
。
攻
撃
す
る
の
は
、
人
か

ら
食
べ
物
を
取
る
と
き
か
自
分

の
縄
張
り
に
侵
入
さ
れ
た
と
き

だ
け
だ
と
い
う
。

　
定
期
的
に
餌
付
け
を
す
る
人

が
い
る
た
め
、
キ
ツ
ネ
は
人
を

恐
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
公
園
は
餌
付
け
を
禁
止
し

て
お
り
立
て
看
板
も
設
置
し
て

い
る
が
、
現
在
も
被
害
は
続
い

て
い
る
。
餌
付
け
に
よ
る
間
接

的
な
被
害
と
し
て
「
疥
癬(

か
い

せ
ん)

」
と
い
う
キ
ツ
ネ
の
皮
膚

病
が
挙
げ
ら
れ
る
。
池
田
講
師

は
「
疥
癬
に
か
か
っ
て
い
る
個

体
は
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、

こ
れ
ら
の
個
体
が
餌
付
け
に
よ

り
生
き
延
び
て
感
染
が
広
が
っ

て
し
ま
う
」
と
話
す
。
実
際
に

月
寒
公
園
で
も
疥
癬
が
原
因
で

何
頭
か
死
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
キ
ツ
ネ

を
媒
介
し
て
ヒ
ト
に
感
染
す
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
北
海
道

で
は
毎
年
数
十
人
程
度
の
感
染

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
全
て
の

キ
ツ
ネ
が
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に

か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
そ
う
思
っ
て
行
動
し
た
方

が
い
い
」
と
池
田
講
師
は
警
鐘

を
鳴
ら
す
。
感
染
対
策
と
し
て

は
「
感
染
の
原
因
と
な
る
フ
ン

は
触
ら
な
い
、
キ
ツ
ネ
が
逃
げ

な
い
距
離
ま
で
な
ら
近
づ
い
て

よ
い
が
、
呼
び
寄
せ
る
た
め
の

餌
や
り
は
し
な
い
」
な
ど
が
あ

る
そ
う
だ
。
ま
た
、
現
在
札
幌

市
の
４
つ
の
公
園
で
散
布
し
て

い
る
ベ
イ
ト
は
配
布
に
費
用
が

か
か
る
た
め
、
行
政
に
よ
る
支

援
が
必
要
だ
と
い
う
。

　
キ
ツ
ネ
と
の
共
生
に
関
し
て

池
田
講
師
は
「
適
度
に
距
離
感

を
と
る
こ
と
に
尽
き
る
。『
仲
良

し
』
で
は
な
く
距
離
感
を
保
ち

キ
ツ
ネ
本
来
の
生
き
方
を
尊
重

す
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
語
る
。

共
生
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
の

心
が
け
も
大
切
だ
ろ
う
。

都
市
に
住
む
キ
タ
キ
ツ
ネ

人
間
は
ど
う
共
生
す
べ
き
か
？

キ
タ
キ
ツ
ネ
と
は

月
寒
公
園
に
も
生
息

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の

感
染
リ
ス
ク
と
対
策

共
生
の
た
め
に

餌
付
け
に
よ
る
被
害

　
本
学
理
学
研
究
院
の
相
馬
雅

代
准
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、

水
玉
模
様
を
持
つ
コ
モ
ン
チ
ョ

ウ
が
水
玉
模
様
に
強
く
ひ
か
れ

る
性
質
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
発
見
は
動
物
の

体
表
の
模
様
の
進
化
の
過
程
を

解
明
す
る
際
に
新
た
な
視
点
を

与
え
る
と
い
う
。

　
同
研
究
で
使
わ
れ
た
コ
モ
ン

チ
ョ
ウ
は
顔
か
ら
体
側
に
か
け

て
白
い
斑
点
が
あ
る
。
求
愛
行

動
時
に
は
水
玉
模
様
が
あ
る
部

分
を
膨
ら
ま
せ
る
様
子
も
見
ら

れ
る
。
餌
は
主
に
ヒ
エ
や
ア
ワ
、

キ
ビ
な
ど
の
穀
物
。

　
水
玉
模
様
の
紙
と
ス
ト
ラ
イ

プ
柄
の
紙
を
両
端
に
設
置
し
た

ケ
ー
ジ
に
、
空
腹
状
態
の
コ
モ

ン
チ
ョ
ウ
を
入
れ
て
観
察
。
次

に
餌
が
あ
る
状
態
で
同
様
の
実

験
を
行
っ
た
。

　
実
験
結
果
と
し
て
、
空
腹
の

状
態
と
餌
の
あ
る
状
態
の
両
方

で
ス
ト
ラ
イ
プ
柄
よ
り
水
玉
模

様
を
注
視
す
る
行
動
が
多
く
観

察
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
コ
モ

ン
チ
ョ
ウ
は
採
食
に
関
係
な
く
、

水
玉
模
様
を
好
む
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
い
う
。
中
に
は
１
時

間
に
５
０
０
回
以
上
も
注
視
し

て
い
た
個
体
も
い
て
、
相
馬
准

教
授
は
「
頻
繁
に
水
玉
柄
を
見

て
い
て
、
強
く
ひ
か
れ
て
い
る

印
象
だ
っ
た
」
と
実
験
の
様
子

を
振
り
返
る
。

　
同
研
究
の
結
果
は
コ
モ
ン

チ
ョ
ウ
が
水
玉
模
様
を
好
む
と

い
う
予
測
に
合
致
し
、
こ
れ
は

鳥
類
で
は
あ
ま
り
検
証
さ
れ
て

な
か
っ
た
感
覚
バ
イ
ア
ス
仮
説

（
注
）
を
支
持
す
る
結
果
で
あ
っ

た
。
ま
た
同
研
究
の
結
果
に

よ
っ
て
、
鳥
類
の
鮮
や
か
な
羽

の
色
や
、
そ
れ
に
起
因
す
る
模

様
の
進
化
な
ど
を
説
明
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

注　
動
物
の
求
愛
信
号
は
、
信

号
を
受
け
と
る
側
の
受
信
す
る

感
覚
器
の
特
性
に
影
響
を
受
け

る
と
い
う
仮
説
。
グ
ッ
ピ
ー
な

ど
の
一
部
の
魚
類
は
体
表
に
餌

に
似
た
模
様
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
配
偶
者
を
ひ
き
つ
け
る

と
さ
れ
て
い
る
。

研
究
の
手
法
と
結
果

コ
モ
ン
チ
ョ
ウ
と
は

研
究
の
展
望

水玉模様の鳥は水玉模様に夢中？
北大理学研究院のグループが解明

北大内に生息するキツネのつがい (池田講師提供 )

実験に用いられたコモンチョウ (相馬准教授提供 )

実験装置の様子 (相馬准教授提供 )

　8月7・8日に本学でオープンキャンパスが開催
される。過去2年はオンラインでの開催だったが、
今年は3年ぶりの対面開催を予定。本学を志望す

る高校生のために、各種相談会をはじめ、各学部
の模擬講義や実習などを通して本学での学びを体
験できる高校生限定プログラムが行われる。その
ほかにも本学学生によるキャンパスツアーを含む
自由申込プログラムなどが実施され、高校生以外

も申し込みが可能だ。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、プログ
ラムに参加するには専用サイトで事前に申し込む
必要がある。事前予約の受付は6月26日（日）午
前9時から始まっている。

オープンキャンパス　3年ぶりの対面開催
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緑
色
の
看
板
に
で
か
で
か
と

書
か
れ
た
「
か
え
る
肉
」
の
赤

文
字
が
行
き
交
う
人
の
目
を
引

く
。
鉄
板
の
上
に
は
手
の
ひ
ら

ほ
ど
も
あ
る
カ
エ
ル
が
並
べ
ら

れ
、
香
ば
し
い
香
り
が
漂
っ
て

い
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
Ｆ

区
画
の
模
擬
店
「
か
え
る
屋
さ

ん
」
で
は
炭
火
で
焼
い
た
カ
エ

ル
肉
を
販
売
。
２
０
１
７
年
の

初
出
店
以
来
、
学
部
・
学
科
の

枠
を
越
え
た
有
志
が
集
ま
り
技

を
引
き
継
い
で
き
た
。

　
本
州
の
精
肉
店
か
ら
仕
入
れ

た
台
湾
産
の
加
工
済
み
ウ
シ
ガ

エ
ル
を
下
ゆ
で
し
、
鉄
板
で
炭

火
焼
に
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
レ
モ

ン
な
ど
を
か
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
今
年
は
味
付
け
を
シ
ン

プ
ル
な
塩
コ
シ
ョ
ウ
に
限
定
し

た
。
記
者
も
実
際
に
食
べ
て
み

た
が
鶏
肉
の
よ
う
な
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
食
感
で
く
せ
が
な
く
お

い
し
か
っ
た
。

　
代
表
の
小
橋
詩
音
さ
ん
（
文

学
部
４
年
）
は
出
店
の
理
由
に

つ
い
て
「
北
海
道
の
魅
力
の
一

つ
で
あ
る
広
大
な
自
然
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
模
擬
店
を
や
れ

ば
盛
り
上
が
る
と
思
っ
た
。
物

珍
し
い
、
誰
も
や
っ
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
こ
と
が
し
た
か
っ

た
」
と
話
し
た
。
今
年
は
20
人

の
有
志
が
集
ま
っ
た
が
、
経
験

者
が
少
な
く
店
を
回
す
の
に
苦

労
し
た
と
い
う
。
最
大
２
時
間

半
待
ち
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
、
用
意
し
て
い
た
80
㌔
の

カ
エ
ル
肉
は
２
日
目
に
完
売
し

た
。

　
大
野
池
の
向
か
い
に
出
店
さ

れ
た
北
大
森
林
研
究
会
の
ブ
ー

ス
は
、
テ
ン
ト
が
ト
ド
マ
ツ
・

ホ
オ
ノ
キ
な
ど
の
木
の
枝
で
お

お
わ
れ
て
お
り
、
森
が
切
り
取

ら
れ
た
よ
う
な
空
間
に
な
っ
て

い
た
。
同
会
は
普
段
、
森
林
散

歩
や
環
境
学
習
と
い
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
が
、
楡
陵
祭
（
ゆ

り
ょ
う
さ
い
）
で
は
森
林
に
ち

な
ん
だ
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　
好
き
な
木
の
パ
ー
ツ
を
選
ん

で
作
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
木
口
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

な
ど
の
樹
木
加
工
品
が
大
好
評

だ
っ
た
。
ト
ド
マ
ツ
か
ら
作
ら

れ
た
フ
ロ
ー
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

は
会
員
自
ら
が
抽
出
し
た
も
の

で
、
清
涼
感
の
あ
る
香
り
だ
っ

た
。
　
ほ
か
に
も
、
実
際
に
森
を
探

検
し
た
経
験
を
も
と
に
書
か
れ

た
『
森
林
散
歩
読
本
』『
白
樺
の

お
は
な
し
』
な
ど
の
冊
子
も
販

売
さ
れ
た
。
ま
た
実
際
に
鉋
（
か

ん
な
）
を
使
っ
て
鉛
筆
を
作
る
、

イ
タ
オ
マ
チ
プ
え
ん
ぴ
つ
作
り

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ

た
。
　
商
品
か
ら
ブ
ー
ス
の
デ
ザ
イ

ン
ま
で
〝
森
研
〞
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
企
画
だ
っ
た
。

　
北
大
牛
乳
同
好
会
は
高
等
教

育
推
進
機
構
前
の
Ａ
区
画
に
模

擬
店
「
乳　
ホ
ラ
イ
ズ
ン
」

（
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
イ
ズ
ン
）
を
出

店
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
牧
場
取

り
寄
せ
牛
乳
、
い
ち
ご
ミ
ル
ク
、

コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
牛
乳
、
ホ
ッ

ト
ミ
ル
ク
、
チ
ュ
ロ
ス
の
５
種

類
で
、
飲
み
物
は
す
べ
て
２
０

０
円
。
気
温
を
考
慮
し
て
温
か

い
メ
ニ
ュ
ー
も
販
売
し
た
。

　
牛
乳
を
購
入
し
た
来
場
者
に

話
を
聞
い
た
。「
濃
い
。
普
段
飲

ん
で
い
る
も
の
と
違
う
」（
牧
場

取
り
寄
せ
牛
乳
を
飲
ん
だ
20
代

男
性
）、「
果
肉
が
入
っ
て
い
て
果

実
感
が
あ
り
、
お
い
し
い
。
い

ち
ご
の
甘
さ
を
感
じ
ら
れ
る
」

（
い
ち
ご
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ
20

代
男
性
）
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　
運
営
を
務
め
る
栗
本
和
香
（
あ

い
か
）
さ
ん
（
工
学
部
２
年
）

は
「
毎
年
よ
く
売
れ
る
が
、
今

年
は
入
場
制
限
が
あ
る
た
め
取

り
寄
せ
量
を
例
年
の
３
分
の
１

ほ
ど
に
減
ら
し
た
」
と
話
し
た
。

同
会
は
２
０
０
人
ほ
ど
の
会
員

が
お
り
、
牛
乳
を
飲
み
な
が
ら

語
り
合
う
〝
牛
乳
飲
み
会
〞
や

牧
場
で
の
乳
し
ぼ
り
な
ど
牛
乳

に
関
連
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　
ネ
オ
ロ
ス
幌
北
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
幌
北
地

区
の
住
民
と
交
流
す
る
、
地
域

密
着
型
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
定

期
的
に
幌
北
地
区
の
町
内
活
動

に
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
３
月

に
は
子
供
向
け
の
「
大
学
生
と

化
石
を
知
ろ
う
」
と
い
う
対
面

企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
大
学
生
と
化
石
を
知
ろ
う
」

と
い
う
企
画
は
、
化
石
に
詳
し

い
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
て
計

画
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

メ
ン
バ
ー
が
幌
北
児
童
会
館
に

出
向
き
、
子
供
た
ち
に
実
物
の

化
石
を
用
い
な
が
ら
化
石
の
魅

力
を
伝
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
日
は
子
供
た
ち
か
ら
も
好

評
で
、
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

特
に
化
石
の
説
明
を
し
て
い
る

際
に
、
子
供
た
ち
が
「
こ
れ
聞

い
た
こ
と
あ
る
〜
」、「
な
に
そ

れ
！
」
と
元
気
に
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
し
て
く
れ
た
の
が
新
鮮
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
子
供
の
好

奇
心
っ
て
す
ご
い
で
す
よ
ね

（
笑
）。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面

活
動
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
私
自
身
も
非
常
に
楽
し
め

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ネ
オ
ロ
ス
は
町
内

会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
も

多
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自

由
な
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
花

植
え
・
清
掃
・
役
員
会
へ
の
参

加
な
ど
を
通
し
て
、
幌
北
地
区

と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
花
植

え
の
お
手
伝
い
の
際
に
は
「
い

つ
も
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
、
あ

り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
小
さ
な

活
動
で
あ
っ
て
も
こ
う
し
て
誰

か
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
し
、
私
自
身

も
し
っ
か
り
感
謝
を
伝
え
ら
れ

る
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
花
植
え
に
参
加
し
た
こ

と
で
、
普
段
何
気
な
く
見
て
い

る
歩
道
の
花
壇
の
草
花
に
も
誰

か
の
特
別
な
思
い
が
詰
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

草
花
は
誰
か
が
し
っ
か
り
世
話

を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
か

ら
。
何
気
な
く
通
り
が
か
っ
た

際
に
、
自
分
で
植
え
た
花
を
見

る
の
も
な
か
な
か
よ
い
も
の
で

す
。（
代
表
・
長
山
ゆ
い
）

「
今
年
も
カ
エ
ル
焼
く
ケ
ロ
！
」

２
日
で
80
㌔
完
売

か
え
る
屋
さ
ん

牧場からのお取り寄せ
一味違う牛乳のお味は…？

北大牛乳同好会

森林の知識とこだわりが

北大森林研究会
詰まった企画

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
、

From

築
か
れ
る
大
学
生
と
地
域
と
の
輪

サークルツイッター

ネオロス幌北

@horokita_neolos
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

鉄板の上でカエルを焼いている様子

牛乳同好会の屋台

木の枝で囲まれたブース

机の上に並んだアクセサリーの材料

花植えの様子

第
64
回
北
大
祭
が
６
月
３
〜

５
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ
た
が
、

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の

実
施
と
な
っ
た
。
感
染
対
策
の

た
め
、
入
場
制
限
が
設
け
ら
れ

た
り
、
食
べ
歩
き
が
禁
止
さ
れ

イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
コ
ロ
ナ
前

と
異
な
る
点
も
多
く
み
ら
れ
た
。

北
大
新
聞
は
実
際
に
現
地
に
足

を
運
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

取
材
し
た
。

対面開催 “リスタート”

ぜひ、北大新聞

▶▶▶▶▶▶▶▶▶

活動に興味を持った方は、右の
WEB 新歓申し込みフォームからご
連絡ください

北大祭レポート

（写真はネオロス幌北提供）

エンブレム

第 64回
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て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
と
思

い
ま
す
。
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
動

き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
さ
れ
て
い
る
モ
ー
シ
ョ
ン

と
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
自

分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。

井
浦　
３
年
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、

動
画
制
作
の
技
術
を
教
え
て
く

れ
る
先
輩
が
い
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
今
年
は
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド

を
投
影
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
や
り

た
か
っ
た
の
で
、
動
画
編
集
な

ど
ほ
と
ん
ど
一
か
ら
勉
強
し
ま

し
た
。
完
成
ま
で
に
半
年
く
ら

い
か
か
り
ま
し
た
ね
。　

土
屋　
今
回
演
奏
し
た
６
曲
は

動
画
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
て
い

た
原
曲
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
歌
声

は
原
曲
を
も
と
に
自
分
た
ち
の

ソ
フ
ト
で
作
り
直
し
ま
し
た
。

楽
器
演
奏
も
動
画
を
参
考
に
し

て
譜
面
起
こ
し
の
段
階
か
ら
自

分
た
ち
で
作
っ
た
も
の
も
あ
っ

た
の
で
、
と
て
も
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
バ
ン
ド
の
メ
ン

バ
ー
集
め
や
演
奏
練
習
も
大
変

で
し
た
。

井
浦　
今
ま
で
人
前
で
発
表
す

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
実

際
に
自
分
た
ち
が
作
っ
た
も
の

で
お
客
さ
ん
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
て
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

感
動
し
ま
し
た
。

土
屋　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
演
奏

に
集
中
し
て
い
て
、
他
の
こ
と

を
考
え
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た（
笑
）。
あ
と
か
ら「
よ
っ

し
ゃ
ー
、
で
き
た
ー
！
」
っ
て

思
い
ま
し
た
。

　
体
育
館
横
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
３
日
夜
、
北
海
道
大
学

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
同
好
会
に
よ
る

ラ
イ
ブ
演
奏
「
初
音
舞
踏
祭
２

０
２
２
」
が
行
わ
れ
た
。
ス
テ
ー

ジ
中
央
に
半
透
明
の
ス
ク
リ
ー

ン
を
設
置
し
、
投
影
し
た
ボ
ー

カ
ロ
イ
ド
の
歌
声
に
合
わ
せ
て

「
チ
ル
ド
レ
ン
レ
コ
ー
ド
」、「
セ

カ
イ
」
な
ど
６
曲
を
生
演
奏
し

た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
告
知
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
用
意
し
て
い
た

２
０
０
席
は
ほ
と
ん
ど
満
席
と

な
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
揺

れ
る
緑
色
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光

で
会
場
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。
ラ
イ
ブ
後
、
同
会

会
長
の
井
浦
貴
之
さ
ん
（
工
学

部
３
年
）
と
ス
テ
ー
ジ
上
で
演

奏
を
行
っ
た
土
屋
竣
資
さ
ん
（
理

学
部
４
年
）
に
話
を
聞
い
た
。

井
浦　
今
ま
で
は
北
大
ダ
ン
パ

と
い
う
別
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
て

い
た
の
で
、Ｅ
Ｌ
Ｍ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

‐
Ｅ　
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
は
初

め
て
の
出
場
で
し
た
。
ま
た
、

例
年
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
ボ
ー
カ

ロ
イ
ド
を
映
す
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
バ
ン
ド
の
生
演
奏
を
し
た

の
も
今
回
が
初
め
て
で
す
。

井
浦　
ス
テ
ー
ジ
中
央
に
半
透

明
の
シ
ー
ト
を
張
っ
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
出
し
て
い

ま
し
た
。
客
席
か
ら
見
る
と
、

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
が
実
際
に
踊
っ

　
切
符
に
見
立
て
た
入
場
券
を

も
ら
い
展
示
室
へ
と
入
っ
た
来

場
者
の
目
を
引
い
た
の
は
、
机

に
敷
い
た
線
路
に
会
員
こ
だ
わ

り
の
車
両
を
走
ら
せ
た
鉄
道
模

型
の
展
示
だ
。
今
年
は
新
た
に

沿
線
の
風
景
を
再
現
し
た
展
示

が
加
え
ら
れ
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
横
浜

を
走
る
京
浜
急
行
沿
線
で
会
員

が
実
際
に
撮
影
し
た
写
真
と
全

く
同
じ
構
図
の
写
真
が
撮
影
で

き
る
区
画
や
札
幌
市
営
地
下
鉄

大
通
駅
ホ
ー
ム
の
模
型
の
広
告

部
分
に
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
日
向
坂
46
の
写
真
を
貼
っ
た

区
画
な
ど
、
力
作
が
そ
ろ
っ
た
。

　
各
地
の
鉄
道
を
撮
影
し
た
写

真
の
展
示
や
今
後
バ
ス
に
転
換

さ
れ
る
函
館
本
線
の
長
万
部
（
お

し
ゃ
ま
ん
べ
）
〜
小
樽
間
を
特

集
し
た
パ
ネ
ル
に
よ
る
学
術
展

示
な
ど
も
行
わ
れ
、
数
十
年
前

か
ら
研
究
会
で
大
切
に
保
存
し

て
き
た
と
い
う
行
先
標
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
も
展
示
さ
れ
た
。

　
同
研
究
会
の
塚
田
尚
幸
さ
ん

（
文
学
部
２
年
）
は
「
ほ
と
ん

ど
の
会
員
は
対
面
で
の
北
大
祭

の
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
準
備

は
手
探
り
だ
っ
た
が
、
来
場
者

も
会
員
も
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
展
示
が
で
き
た
。
次
回
も
新

し
い
工
夫
を
重
ね
て
、
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
展
示
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

    

　
高
等
教
育
推
進
機
構
Ｅ
２
１

９
教
室
で
は
北
大
邦
楽
研
究
会

が
「
お
休
み
処　
〜
か
ざ
ぐ
る

ま
〜
」
と
題
し
、
和
風
に
飾
り

付
け
た
室
内
で
和
楽
器
の
ミ
ニ

演
奏
会
・
演
奏
体
験
を
行
っ
た
。

演
奏
会
で
は
会
員
が
箏（
こ
と
）、

三
絃
（
さ
ん
げ
ん
）、
尺
八
の
演

奏
を
披
露
。
演
奏
体
験
で
は
来

場
者
が
会
員
の
手
助
け
を
受
け

な
が
ら
和
楽
器
を
演
奏
し
た
。

　
箏
の
演
奏
を
体
験
し
た
20
代

男
性
は
「
箏
を
弾
く
の
は
中
学

校
の
音
楽
の
授
業
以
来
だ
っ
た
。

『
さ
く
ら
さ
く
ら
』
を
演
奏
し

た
。
難
し
か
っ
た
が
、
体
験
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
感
想
を

語
っ
た
。

　
運
営
を
務
め
た
林
夏
夢
（
か

の
ん
）
さ
ん
（
医
学
部
３
年
）

は
出
展
の
理
由
に
つ
い
て
「
来

場
者
の
方
に
日
本
の
伝
統
楽
器

に
触
れ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

た
」
と
話
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し
て

普
段
の
練
習
は
楽
器
パ
ー
ト
ご

と
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
た
た

め
、
北
大
祭
は
会
員
同
士
が
関

わ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と

い
う
。

　
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
南
部
で

行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル   

フ
ー
ド  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
Ⅰ
Ｆ
Ｆ
）
で
は
、
数
々
の
異

国
の
料
理
が
提
供
さ
れ
た
。
ス

パ
イ
ス
の
い
い
香
り
が
漂
い
、

昼
頃
に
は
ど
の
お
店
も
行
列
が

で
き
て
い
た
。
接
客
を
す
る
店

員
も
外
国
人
で
、
ま
る
で
そ
の

国
を
訪
れ
た
よ
う
な
感
覚
を
味

わ
え
た
。

　
記
者
は
初
め
に
、
エ
ジ
プ
ト

料
理
の
店
で
シ
ャ
ワ
ル
マ
・
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
購
入
し
た
。
鶏

肉
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
具
材
が

ト
マ
ト
風
味
の
ソ
ー
ス
と
絡
め

ら
れ
、
パ
ン
生
地
に
挟
ま
れ
て

い
る
。
ス
パ
イ
シ
ー
だ
が
日
本

人
も
食
べ
や
す
い
味
で
、
素
材

を
生
か
し
た
一
品
だ
っ
た
。

　
次
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
の
店

で
ポ
ー
ク
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
購

入
し
た
。
甘
辛
い
濃
い
目
の
た

れ
を
塗
り
、
豚
串
を
炭
火
で
焼

き
上
げ
て
い
く
。
焼
き
た
て
を

食
べ
る
と
、
炭
火
で
焼
か
れ
た

豚
肉
の
香
り
と
肉
汁
が
口
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
た
。
食
べ
ご
た

え
が
あ
り
、
１
本
で
も
十
分
満

足
で
き
る
商
品
だ
っ
た
。

　
最
後
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
料

理
の
店
で
サ
ム
サ
を
購
入
し
た
。

サ
ム
サ
は
玉
ね
ぎ
の
甘
さ
と
牛

肉
の
う
ま
み
を
閉
じ
込
め
た
あ

ん
を
パ
イ
生
地
で
包
ん
だ
料
理

だ
。
熱
々
の
ま
ま
食
べ
て
み
た
。

か
む
た
び
に
肉
汁
が
出
て
き
て
、

玉
ね
ぎ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
食
感
と
合
わ
さ
り
美
味
し

か
っ
た
。

　
ど
の
料
理
も
魅
力
的
で
あ
り
、

店
ご
と
に
そ
の
国
ら
し
さ
が
感

じ
ら
れ
た
。
ま
た
料
理
提
供
に

も
熱
が
こ
も
っ
て
お
り
、
一
生

懸
命
な
姿
に
感
動
し
た
。
各
店

舗
の
人
々
の
自
国
の
食
文
化
に

対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
、

お
互
い
の
文
化
へ
の
尊
重
を
体

感
で
き
る
祭
り
だ
っ
た
。

ボ
カ
ロ
の
歌
声
に

　
　
合
わ
せ
て
生
演
奏　

初音舞踏祭思いおもいの
　沿線風景を表現

北海道大学鉄道研究会

和楽器の演奏に挑戦
会員による演奏も

北大邦楽研究会

初音舞踏祭の様子　（同会提供）

思い出の沿線を再現

行先標のコレクション

異
国
情
緒
た
だ
よ
う
Ｉ
Ｆ
Ｆ

世
界
各
国
の
料
理
に
舌
つ
づ
み

シャワルマ・サンドイッチ

豚串を焼く様子

サムサ

ぜひ、北大新聞

▶▶▶▶▶▶▶▶▶

活動に興味を持った方は、右の
WEB 新歓申し込みフォームからご
連絡ください

演奏体験の様子

―
―

今
年
は
初
め
て
の
出
場

　
　
　
　
　
　
だ
っ
た
ん
で
す
ね ―

―

準
備
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
で
す
か
？

―
―

ス
テ
ー
ジ
上
の
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
は

ど
う
や
っ
て
映
し
て
い
た
ん
で
す
か
？

―
―

ラ
イ
ブ
の
感
想
を

　
　
　
　
　
教
え
て
く
だ
さ
い


